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青森県
１ 青森県東方沖地震の概要

発生日時 令和7年12月8日23時15分 震度 最大震度６強（八戸市で観測）

津波観測状況 八戸港 第一波到達時刻：12月8日23時48分、最大波：12月9日  0時54分 高さ：40cm
むつ小川原港 第一波到達時刻：12月8日23時---分、最大波：12月8日23時43分 高さ：37cm

北海道・三陸沖後発
地震注意情報

12月  9日 2時00分 北海道・三陸沖後発地震注意情報発表
12月16日 0時00分 北海道・三陸沖後発地震注意情報終了

【青森県の対応】
12月8日   23時15分 災害対策本部設置

12月9日 00時30分 第１回災害対策本部会議開催 

       3時00分 災害救助法適用（12市町村）

10時00分 自衛隊災害派遣要請

 12月11日 13時40分 同 撤収要請

人的被害 死者：なし、負傷者：３２人

建物等被害 住家：８７５件、非住家：２，６０８件（※青森県公表ベース）

避難指示及び避難者の状況 避難指示発令：１０市町村、最大避難者数：２，９１０人

【被害概要等】



青森県
【特徴的な被害及び対応】

①ＮＴＴ鉄塔関連
（八戸市）

地震の影響により、ＮＴＴ青森八戸ビルの建物上に設置されている約７０ｍの鉄塔に溶接破断、
ボルト切断等が発生し、破断した箇所から上部（約５０ｍ）に倒壊のおそれがあるとして、周辺
の住民に避難指示が発令（※）され、国道４５号の一部区間が通行止めとなった。
避難指示対象の住民に対しては、ＮＴＴ東日本がホテルを確保した。
八戸市の大動脈ともいえる国道４５号の通行止めにより、朝夕のラッシュや路線バスの迂回など、
住民生活への影響は非常に大きいものであった。
同社にとっても経験のない事案だったため、当初は復旧の時期を見込むこともできないとの見解
が示されていたが、同社や国土交通省、本県、八戸市等で構成する技術支援チームを立ち上げ、
復旧工事の工期短縮に資する技術的支援を実施した結果、年末を迎える前に復旧工事が終了した。

※避難指示発令に係る詳細
避難指示発令日時： 12月11日 00時00分 避難指示対象世帯数： ３５世帯
避難指示解除日時： 12月23日 20時30分 最大避難者数 ： ６２名

②むつ総合病院
転院搬送
（むつ市）

地震の影響により、むつ総合病院の入院病棟のスプリンクラーの配管が破断して水浸しとなったため、約３０名の転院搬
送が必要な事態となったが、患者の身体的状況が長距離の移送に耐えられないことから、近傍にある海上自衛隊大湊衛生
隊診療所での患者受入と搬送について災害派遣要請（※）を行った。
要請後、受入対象の患者に係る細部調整等をしている間に、県内DMATの支援により患者受入先及び搬送手段が確保され、
結果的に１名の患者の受入にとどまった。

※災害派遣要請に係る詳細
12月  9日 10時00分 海上自衛隊大湊地区総監へ患者受入れ及び搬送に係る災害派遣要請

【撤収要請】
12月11日 13時40分 所期の目的を達成したため（むつ総合病院への転院搬送完了）



青森県
２ 三陸沖地震の概要

発生日時 令和８年４月２０日１６時５２分 震度 最大震度５強（階上町で観測）

津波観測状況 八戸港 第一波到達時刻：4月20日17時39分、最大波：４月20日18時40分、高さ：27㎝
むつ小川原港 第一波到達時刻：4月20日17時35分、最大波：４月20日18時36分 高さ：19㎝
むつ市関根浜 第一波到達時刻：4月20日17時50分、最大波：４月20日18時11分 高さ：19㎝

北海道・三陸沖後発
地震注意情報

４月20日 19時30分 北海道・三陸沖地震後発地震注意情報発表
４月27日 17時00分 北海道・三陸沖地震後発地震注意情報終了

【青森県の対応】
4月20日   16時53分 災害対策本部設置

4月20日 17時14分 第１回災害対策本部会議開催 

【被害概要等】

人的被害 死者：なし、負傷者：４人

建物等被害 住家：確認中、非住家：２３２件（※青森県公表ベース）

避難指示及び避難者の状況 避難指示発令：１１市町村、最大避難者数：３，４０６名



青森県
３ 津波避難について

〇八戸市では、短期間に2度津波警報が発表され、

①車避難に伴う渋滞の発生

②津波情報により開設する避難所が異なることによる混乱

１ 三陸沖地震では、地震発生時間が帰宅ラッシュと重なったこともあり、広範囲にわたり渋滞が発生

２ 津波情報（大津波警報、津波警報等）によって津波浸水想定区域が異なるために初動で開設する

避難所が異なること及び徒歩避難を原則としていることが市民に浸透していない

⇒ 八戸市では「地震・津波対応検証プロジェクトチーム」を設置した上で、アンケートを

通じて市民の実際の避難行動等を分析するなどして、効果的な対応方針を本年7月までに

とりまとめるとしている

課題として顕在化



青森県
４ 北海道・三陸沖後発地震注意情報への対応について

〇昨年１２月、制度運用開始後初となる北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表され、

県民の認知度に危機感をもった知事が自ら対応

１ 青森地方気象台長から制度の内容について直接レクチャーを受ける

２ 気象庁が公表している資料を基に、県独自の分かりやすく、

簡潔にまとめた資料を作成

⇒ ・知事が県内民放各社の夕方のニュース番組に出演し、作成

した資料を用いて自ら県民に対して説明・対応を呼びかけ

・知事が県政について発信するYouTubeチャンネル「A-Tube」

を活用して情報発信

・本年４月の発表時も、注意情報発表を受けて囲み会見を

実施し、同じ資料を用いて説明・対応を呼びかけ

知事による動画での呼びかけ

青森県独自資料の一部
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